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泌尿器科

鷹揚郷腎研究所弘前病院・青森病院で診療を受けられる皆様へ

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。
　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

腎・泌尿器疾患に対する治療効果と治療後の状態・予後についての臨床
研究

弘前大学医学部附属病院、関連施設で各疾患に対し治療を行なった患
者さん。疾患名：腎・泌尿器疾患（副腎腫瘍・腎疾患・前立腺疾患・精巣腫
瘍・陰茎癌・停留精巣・不妊・小児泌尿器科疾患など）

（公益財団法人）鷹揚郷腎研究所　研究部　（月～金：9：00-17：00）

鷹揚郷腎研究所（青森病院：齋藤文匡・弘前病院：齋藤久夫）、むつ総合
病院（吉川和暁）、青森県立中央病院（川口俊明）、青森労災病院（伊藤
弘之）、つがる総合病院（佐々木淳）、青森市民病院（高橋伸也）、大館市
総合立病院（成田　知）、富山大学医学部附属病院（北村寛）、札幌医科
大学附属病院（舛森直哉）、京都大学医学部附属病院（赤松秀輔）、岐阜
大学医学部附属病院（古家琢也）、Chang Gung University, Dept of
Urology (Luo Hao Lun)、市立函館病院（西村祥二）、八戸平和病院（松岡
俊光）、十和田市立中央病院（濱野逸人）
腎・泌尿器疾患の現状把握と今後の治療指針を考察する重要な資料とす
ることができるため、本研究の成果は医学的価値の高いものであると考
えられます。

腎・泌尿器疾患に対する治療前後の情報をもとに、治療効果、その後の
経過、再発、予後について調査します。

泌尿器疾患に対して治療を行う患者さんに対し情報公開をし、拒否機会
を保障します。治療のために来院、もしくは入院した患者さんの過去の
データ（既往歴、治療情報、採血結果、病理結果、再発などの予後情報）
を利用します。通常の診療・治療で必要な検査，測定された採血結果を
用いて研究を行いますので，患者さんに過分な負担はございません。外
部とデータを共有する場合は、個人情報を削除し、プライバシーの保護に
十分配慮して行います。
利用する情報からは、お名前、住所など、患者さんを直接同定できる個人
情報は削除します。また、研究成果は学会や学術雑誌で発表されます
が、その際も患者さんを特定できる個人情報は利用しません。

この研究に参加することにより、特別な金銭的負担はございません。また
本課題の資金源は公的な研究補助金を用いて行います。研究代表者お
よび共同研究者に対して個人的な資金提供や便宜が行われることはな
く，本課題は泌尿器科の研究グループによって公正に実施されます。


